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序章
1964 年のアカデミー賞作品､ 映画 My Fair Lady はジョージ・
バーナード・ショーによる戯曲 Pygmalion を原作としたミュージ
カル作品である｡ これらの作品について論じる時､ その結末の違い
は大きな問題点となる｡ 戯曲 Pygmalion の結末ではこの物語の二
人の主人公イライザ・ドゥーリトル (以下イライザ)､ ヘンリー・
ヒギンズ (以下ヒギンズ) は結ばれず､ イライザは別の男性と結婚
する｡ しかし映画 My Fair Lady の結末では､ 二人の結婚を示唆
するような描かれ方がなされているのである｡ 本稿では映画 My











―映画 My Fair Lady を巡る声とまなざしの享楽―











観客の享楽という点で My Fair Lady が大衆に受け入れられる為
には必要不可欠であったということを結論として提示する｡
第一章 作品の概要
第一章では映画 My Fair Lady についてその概要と系譜を説明
し､ その結末を巡る議論について整理していきたい｡ まず､ 本稿で
メインとして取り扱う映画 My Fair Lady のあらすじを紹介する｡
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吹き込まれ､ ピグマリオンの妻となる｡ 映画 My Fair Lady はこの
結末に近いように思われるが､ その原作となった戯曲 Pygmalion




警句が含まれているように感じられる｡ 戯曲 Pygmalion の後日譚
でショーはこう語っている｡
物語の続きは､ わざわざ芝居にしてお見せするまでもないだろ
















まうことへの疑念が表れている｡ また､ ｢Pygmalion を､ いわゆる､
ロマンティックな喜劇とは介さず､ ミュージカル My Fair Lady
は､ この作品を極度に矮小化している｣ (升本､ 1965､ P 77) とい
う指摘もある｡ つまり､ ショーによるPygmalion を愛する者にとっ


















いえば､ 快感とか快楽を越えた､ 強烈な体験｣ (斉藤､ 2006､ P
155) であり､ ｢たんなる快楽ではなく､ 快感よりもむしろ痛みをも




生業としている､ 上流階級の男性である｡ 年齢は､ 本文中のト書き
に ｢イライザの年齢はおそらく､ 18 歳から 20 歳くらい｣ (P 25)
と描かれていることと､ ショーによる後日譚に ｢二人の間の 20 歳








た原因を見てとれる｡ これが稀な事例だとしたら､ それは､ そ
れほど立派な母親が稀にしかいないからである｡ 想像力豊かな
少年が､ 金銭的余裕と､ 知性と､ 人間的魅力と､ 洗練された品
格と､ 家を美しく飾ることができる一流の芸術的センスとを併
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せ持った母親に育てられると､ 大抵の女性には太刀打ちできな
い基準が設けられてしまうばかりか､ 彼の愛情や美的感覚や理
想は､ 性的衝動には向かわなくなってしまう｡ (P 239-240)





入歌 "I'm An Ordinary Man" では "I prefer a new edition of the
Spanish Inquisition /Than to ever let a women in life."､ "I shall




男なんていないでしょう｣ (P 82)､ ｢だいたい女ってもんは親しく
なると途端に嫉妬深く､ 口やかましく､ 凝り深くなって､ どうにも























かり｡ でも､ 食指が動くことはない｡ 丸太ん棒を相手にしているよ
うなもんだから｣ (P 83) と述べており､ 上記の会話が単なる母親
へのお世辞ではないことが伺える｡ ミセスヒギンズの ｢いいなぁっ
ていう女の人ってみんな四十五歳以上じゃない｣ (P 119) という
台詞からも彼がパートナーに母親の陰を求めているということが読

























た Pygmalion のト書きにも ｢(彼の目は突然悪戯っぽく輝きだす)｣
(P 71) と記されている｡ この他にも､ レッスンの一環としてイラ
イザの口にビー玉を一つずつ放り込んでいく場面など､ ヒギンズの
こだわりとイライザの口にはかなり密接な関係があると印象づけら

























ない､ それゆえ ｢自分｣ と ｢母親｣ の区別もつかないような子
どもの経験する世界は､ 混沌とした原始のスープみたいなもの
だ (と､ 想定されている)｡ そのとき母親は ｢世界｣ そのもの
だ｡ そこでは､ 願ったことは何でもかなう｡ イメージはすべて
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子が一体化した万能感あふれる空間｣ というのが､ 映画 My Fair
Lady でいう物語の序盤から舞踏会に成功するまでの期間である｡
物語の発端となった ｢どうです､ このドブ板に泥水を流したような
英語の発音は､ これじゃ一生貧民街から出ることはない｡ けど､ わ
たしなら､ 三か月でこの子を大使館の園遊会でも公爵夫人として通
用するようにして見せます｣ (P 41) という台詞からも分かるよう
に彼は自らの音声学の実力というものに絶対的な自信を抱いている｡
この誇大妄想的だともいえる自信こそが幼児的全能感なのである｡


















虚無感を覚え､ 録音してあったイライザの ｢声｣ を聞きその穴を埋
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めようとするのである｡ この行為は､ 一度イライザによって去勢が
行われたにも関わらず､ その喪失を彼女の ｢声｣ で補おうとする点













のコベントガーデンで花売り娘をしていた下流階級の 18 歳から 20








けた男性として描かれている｡ 例えば彼は､ ｢ゴミ収集人｣ と紹介
はあるものの､ その働く姿や､ 働いていることを示唆するシーンは
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一度も描かれていない｡ むしろ逆に､ 彼が序盤に歌う "With A
Little Bit Of Luck" において "With a little bit of luck you'll

































ということを考えると当然のことである｡ 挿入 "Just You Wait"
では､ レッスンに嫌気がさしたイライザにより､ "But all I want is






抱くことになる｡ 転移とは ｢ある種の人間関係の中で､ 相手に無意
識の欲望が向けられ､ 現実化させられる現象｣ (斉藤､ 2006､ P
215) であり､ ｢幼い頃の人間関係 (親や兄弟との関係など) を､ 相
手を変えて繰り返している｣ (斉藤､ 2006､ P 215) ものである｡
つまりイライザは､ 教師と生徒という関係の中で､ 失われた､ ファ
ルスを持つ父の姿をヒギンズに投影し､ 近親愛的な恋愛感情として
その意識を現実化させているのである｡ 挿入歌 "I Could Have
Danced All Night" にはこの様な歌詞がある｡
I'll never know what made it so exciting
Why all at once my heart took flight
I only know when he began to dance with me
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I could have danced, danced, danced all night
厳しいレッスンの末､ イライザがようやく正しく発音できるように
なった際にヒギンズと喜びを分ち合い共に手を取り踊る場面がある



















であるため､ この反応は当然ともいえる｡ しかし､ 擬似的な恋愛感
情を抱いていたイライザにとっては大きなショックであっただろう｡
なぜならイライザにとってヒギンズはアガルマ､ つまり ｢知ってい





て歌い上げられる "Without you" である｡ その一部を抜粋した
い｡
What a fool I was, what a dominated fool
To think that you were the Earth and sky
What a fool I was, what an addlepated fool
What a mutton-headed dote was I
No, my reverberating friend





い､ という決別の歌でもある｡ つまり､ ヒギンズはイライザの完全
なる超自我にはなり得なかったのである｡
それでは映画 My Fair Lady では､ 彼女がなぜ彼の元に戻って
きたのか｡ それはイライザにとってヒギンズを選び直す､ という行




えさせるような束の間の幻である｡ ｢現実｣ においては､ それ
は何物でもない｡ 中身のないただの表面だ (転身後の生活は以
前と同じである)｡ しかし､ まさにそのために､ わざわざ生活
を変える価値があるのだ｡ (ジジェク､ 1995､ P 29)
ここで言及されている ｢束の間の幻｣ とは､ イライザにとっては舞

























を回収するためには､ 同時代の観客の一定以上の ｢支持｣ が不可欠
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である｡｣ (内田､ 2011､ P 33-34) という特性を持っている｡
大江は著書 『マイ・フェア・レディーズ バーナード・ショーの






るというものである｡ 二点目は､ お伽話 ｢シンデレラ｣ の影響であ
ると述べられている｡ ショウによるPygmalion の見所は ｢粗野だっ
たイライザが優雅な淑女に見事に変わっていく第三幕から第四幕に
かけてである｣ (大江､ 2005､ P 86) という点にあるとし､ その見
所が ｢シンデレラ｣ と似ていると指摘している｡ ショウによる













ピーエンドが求められる理由を論じていきたい｡ 映画 My Fair

















じることに 伴って､ 視聴者の持続的緊張感が一気に解消され, ネ
ガティブな感情から解放されることで満足感が引き起こされる｣






して､ ショウの描いた Pygmalion はそのような物語に分類される｡
第一章で述べたように､ 原作 Pygmalion ではイライザはヒギンズ






られるという観点からみると ｢映画向き｣ ではないのだ｡ 映画 My



















気付いたイライザは録音に合わせ "I washed my face and 'ands
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before I come, I did" と､ 矯正される前のコックニーでヒギンズ
に話しかける｡ それを聞いたヒギンズは安堵したような表情になり､



































映画 My Fair Lady は私が大学時代に出会った最も "Loverly"
な作品のひとつだ｡ 2014 年に制作 50 周年を迎え､ 奇しくも今年､
2015 年は､ 世界中の映画館でのリマスター版の上映､ ブロードウェ
イでの五度目のリバイバルの決定など､ My Fair Lady ラッシュの
年となった｡ それではなぜ映画 My Fair Lady はここまで人々に















安へと繋がり､ 堪え難く､ 行き過ぎた享楽となってしまう｡ 大衆に
受け入れられることが前提とされている映画という媒体上､ その不
安は回収され､ 登場キャラクター､ 観客双方が幸せな結末を迎える
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